
膨張型遊具の転倒事故原因解明のための実験結果報告 

 

１．転倒事故の概要について 

 

 

山形市若宮 3 丁目のイオンモール山形南の 1 階イベントスペースで 2020 年 2 月 9 日午後 2

時ごろ、ビニール製の滑り台が倒れ、遊んでいた 3～7 歳の男児と女児計 4 人が頭などを打

つ軽いけがをした。滑り台は同店が委託したイベント会社が設置しており、山形署は設置方

法や安全管理に問題がなかったかなどを含め、業務上過失傷害の疑いで担当者から事情を

聴き、原因を調べている。 

 同署によると、滑り台は空気を入れて膨らませる靴形の「シューズスライダー」と呼ばれ

る遊具で、高さ 5.5 メートル、幅 5 メートル、奥行き 9 メートル。1～12 歳が対象の外国製

で定員は 10 人。1 階専門店の間に設けられたイベントスペースに設置されていた。けがを

した 4 児の他、20 代の女性も救急搬送されたがけがはなかった。 

 滑り台の利用は有料で、この日は同店が委託したイベント会社「キッズ・ライフ・エンタ

ーテイメント」（東京都）の仙台営業所の男性スタッフ 4 人が対応しており、横倒しになっ

た際は、このうち 3 人が現場にいたという。 

 当時の状況を 2 階から目撃した女性は「地震のような大きな音と、子どもたちの悲鳴で

（横転に）気が付いた」、別の買い物客の男性は「子どもたちが泣き叫んでいてパニック状

態だった」と話した。 

 同社は 5 年ほど前から月 1 回程度、この遊具を使ったイベントを各地で請け負っており、

同店で開催するのは昨年 4 月に続いて 2 回目。同店には 8 日も設置しており、9 日は午前

10 時～午後 6 時まで利用を受け付ける予定だったという。 

 イオンリテール東北カンパニーの広報担当者は山形新聞の取材に対し「けがをされた

方々におわび申し上げる。原因究明と再発防止に努める」と話した。 

<山形新聞 https://www.yamagata-np.jp/news/202002/09/kj_2020020900190.php> 

https://www.yamagata-np.jp/news/202002/09/kj_2020020900190.php


２．膨張遊具の概要について 

 

通常、この種の膨張型遊具は左上の写真のように前後にも左右にも底面を広く確保して安

定した形に造形しているが、右上のシューズ型のタイプは横幅が狭く左右方向の安定性が

やや乏しい形態となっている。 

 

まず、この形状の重心位置については前後方向では一般的に後部に寄った左上の✖印の近

傍、左右方向では右上の✖印のようにほぼ中央部と考えられる。✖印を基準点として考え

ると前後方向には底面が広くとってあるので転倒に対して安定した形状と判断できる。し

かし、左右方向では重心位置から横方向の面積が狭く、横方向への転倒（横転）については

横方向外力が作用した場合に不安定になることが懸念される。 

構造物の転倒に関しては、力学的に「転倒モーメント」と「復元モーメント」の大小関係で

転倒の有無を検討する必要があり、外力が作用した場合でも「転倒モーメント」＞「復元モ

ーメント」の条件にならないよう設計することが要求されている。 

つまり、前方や後方からの外力（風荷重、積載荷重、地震荷重、積雪荷重など）に対して

一般的な重心位置 



は転倒に対して遊具の上部に外力が作用しても復元モーメントが大きく、比較的安定な形

状であると判断できるが、左右方向に対しては横方向の幅が小さいため横方向外力に対し

ての復元モーメントが大きくできない形状である。また、風荷重に対しては前後方向に対

して横方向の見付面積がかなり大きくなる形状のため、横方向の転倒に対して十分な転倒

防止対策が必要となる。本件は屋内での事故であるので風荷重の影響は考えにくいが、今

後は室内換気の影響も配慮すべきである。 

 

３．遊具転倒事故防止のための実証実験 

今回の事故の主な要因を検討するため数回の実証実験を実施した。 

① 最初にイオンモールでの設置条件と同様にグラウンドアンカーを設置せずに今回の事

故時の 300 ㎏を積載した負荷条件での実験を実施した。負荷条件は上図に示すように膨張

遊具の頂部踊り場中央に 65 ㎏と左側階段部に体重 40 ㎏の子供 6 名を想定した 235 ㎏の静

荷重を負荷し、膨張遊具の安定性を観察した。 

この結果の写真を下図に示す。左下の写真が試験前の設置状況で、右下の写真が転倒後の

写真である。左下の写真から分かるように負荷前は設置基準を満たす内部空圧を確保して

おり、安定して設置されているように見受けられる。しかし、負荷した直後に本体右側面方

向への屈曲変形（座屈）が生じ、これと同時に右下の写真のように右方向への回転を伴いな

がら横方向に転倒した。横方向転倒に際して右回転を伴った原因は転倒までの過程で、一旦、

本体前方が浮き上がり下図イラストのような状態になった。この段階で本体の荷重を支え

る支点が後方右側面（踵部分の右側側面）に移動し、この支点の鉛直線上から負荷点の一部

が外側に移動したことにより、「転倒モーメント」＞「復元モーメント」の関係に移行した

ことによる転倒と考えられる。この際、右側面に負荷が集中したことで右ねじりの転倒モー

メントも合成されたものと推定される。 

以上より適正な内部空圧を確保した状況でも、グラウンドアンカーを配備していない状
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況では一定以上の負荷をかけると膨張遊具が簡単に転倒することが判明した。 

  

 

 

下に示した図は今回の膨張遊具を設計製造した会社の設置マニュアルである。 

設置条件として記載の通り、最大搭載定員は 3 名、最大搭載重量は 113 ㎏／人であるので、

前述の負荷条件 300 ㎏での実験は妥当な積載荷重と判断できる。また設置条件では、14 箇

所に設けられたアンカー締結治具に 50 ポンド（22.68 ㎏）以上の固定用重り、またはアン
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姿勢の変化による瞬間的な荷重支持点 



カーを打ち込むことを設置要件にしている。今回の事故では先の実験の結果も踏まえ、この

設置要件を遵守していなかったことが、事故の最大要因と目される。 

 

 

② 続いて上記の設置要件に準じて左下の写真のように 14 か所のアンカー締結治具に固定

アンカー（固定荷重）を設置し、最初の実験と同様の負荷条件で転倒実験を実施した。この

結果、300 ㎏の偏荷重負荷を積載しても静荷重の場合には転倒は起こらなかった。しかし、

乗員の移動や踊り場等での跳躍等を想定した動荷重負荷（周期的に横方向に小さく揺らす

負荷）を作用させると、右下写真のように真横に転倒した。以上より、アンカーに固定荷重

を取り付けて適正な乗員数で運用することで転倒は免れる可能性を確認することができた。

ただし、今回の事故のように最大乗員数を超えての運用の場合には転倒事故が生ずる可能

性があることを動荷重負荷の実験から実証することとなった。従って、設置マニュアルにな



る設置条件と最大搭載定員は必ず遵守して運用することが必要である。 

 

 

③ 前述の①、②の実験で設定した内部空圧に対し、2 台の送風機を使ってさらに内部空圧

を高めた条件で固定アンカーの有無による膨張遊具安定性の相違について検証した。まず

固定アンカー無しでも、内部空圧が高い場合は静荷重のみによる転倒は生じなかった。この

ため、さらに動荷重を負荷したところ②の実験よりも大きな振幅で繰り返し揺らした場合

には不安定となる挙動を示した。したがって、内部空圧を高めても固定アンカーは必要であ

ることが判明した。 

④ 最後に 2 台の送風機で内部空圧を高め、固定アンカーを全て設置した条件で負荷実験

を実施した。この結果、「内部空圧を高め」、「固定アンカーを全て設置」し、「最大積載定員

数を遵守」した場合には、静荷重（300 ㎏）＋動荷重（周期的に横方向に大きく揺らす負荷）

を長時間作用させても安定性を損ない転倒する予兆も生じることはなかった。 

 

以上より、今回の膨張遊具の室内での設置運用に際しては、乗客が遊具内で移動し飛び跳ね

るなどの状況を想定しても、「運用時の設置要件が遵守されていること」、「遊具の内部空圧

の適正な管理（空圧低下などが生じないよう内圧の管理を徹底する）すること」、「遊具内部

に一度に入れる定員を遵守すること」によって、転倒は防止できるものと考えられる。 

なお、室外においては風圧の影響が伴うため、別途風圧の影響を加味した実証実験の上、運

用する必要があることを申し添える。 
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